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３次元点群データを活用した崩壊土砂量及び補足土砂量の推定 
 

（建設政策課未来まちづくり室） 

１ 要旨 

  熱海市で発生した土石流災害について、被災前後の３次元点群データを比

較し、地形差分図を作成することにより、源頭部崩壊土砂量及び砂防ダムに

よる補足土砂量を推定した。 

  推定した土砂量については、７月８日赤羽国土交通大臣の現地視察で報告

した。 

２ 概要 

  源頭部崩壊土砂量  ：約 55,500m³ 

  砂防ダム補足土砂量 ：約 7,500m³ 

  崩壊前地形データ  ：2020 年 1月静岡県取得 

  崩壊後地形データ  ：2021 年 7月 5,6 日株式会社ウインディネットワーク 

株式会社東日 

３ 地形差分図 

 



3次元点群データによる地形差分図

①源頭部崩壊地
（55,500m3）

③下流域

崩壊地の

②砂防ダム
（7,500m3）

被災前の地形は、２０２０年１月に静岡県が航空レーザ計測したもの。
被災後の地形は、２０２１年７月５日～６日にかけてUAVレーザで計測したもの。

土砂流出

土砂堆積

【地形差分図の作成方法】
①被災前に取得した点群データを地形データに変換
②被災後に取得した点群データを地形データに変換

①と②を比較し、地形の変位を抽出
青色系が①より低く算出されたもの
赤色系が①より高く算出されたもの


	スライド番号 1

